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第
９
回　
聖
霊
に
仕
え
る
教
会

　
教
会
は
聖
霊
の
力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
聖

霊
は
す
べ
て
の
秘
跡
の
中
に
存
在
し
、
聖
霊
の
内
的
な
働

き
を
示
す
外
的
な
し
る
し
（
実
）
は
愛
、
喜
び
、
平
和
、

寛
容
、
親
切
、
善
意
、
誠
実
、
柔
和
、
節
制
で
す
（
ガ
ラ

テ
ヤ
５
・
22-

23
）。

　

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
の
中
に
「
父
は
別
の
弁
護
者

を
遣
わ
し
て
、
永
遠
に
あ
な
た
が
た
と
一
緒
に
い
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
る
。
こ
の
方
は
、
真
理
の
霊
で
あ
る
」�

（
14
・
16
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
真
理
の
霊

の
光
が
人
間
の
心
を
照
ら
す
と
、
そ
の
人
は
自
分
の
尊

厳
、
価
値
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
地

上
に
生
き
る
目
的
と
基
本
的
な
原
則
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
一
番
目
は
、
私
た
ち
は
神
を
か
た
ど
っ
て

い
て
、
神
に
似
た
も
の
と
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

私
た
ち
は
神
の
子
ど
も
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
番
目

は
、
神
は
ご
自
分
で
造
ら
れ
た
人
間
を
愛
し
て
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
罪
を
償
う
た
め
に
自
分
の

息
子
で
あ
る
イ
エ
ス
を
世
に
遣
わ
さ
れ
て
、
十
字
架
の
刑

を
受
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
三
番
目
は
、
人
間
の

魂
は
、
永
遠
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
神
は
私
た

ち
の
た
め
に
、
天
の
国
に

住
む
所
を
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
福
音
書
の
真

理
の
霊
に
つ
い
て
の
言
葉

か
ら
、
イ
ン
ド
の
物
語
を

思
い
出
し
ま
す
。あ
る
日
、

三
人
の
盲
人
達
が
道
を
歩

い
て
い
た
時
に
、
突
然
、

壁
の
よ
う
な
も
の
に
ぶ
つ

か
り
、
彼
ら
の
道
を
さ
え
ぎ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
象
で
し

た
。
象
の
足
を
触
っ
た
人
は
、「
木
の
切
り
株
で
は
な
い

か
」
と
言
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
象
の
牙
に
触
っ
た
人
は

「
鉄
の
棒
で
は
な
い
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
最
後
の
人
は

動
い
た
鼻
を
触
っ
た
の
で
「
こ
れ
は
大
き
な
蛇
だ
」
と
言

い
ま
し
た
。
部
分
的
な
感
触
だ
け
で
は
、
象
だ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

目
が
見
え
る
人
が
象
を
見
れ
ば
象
だ
と
分
か
る
よ
う

に
、
私
た
ち
も
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
と
聖
霊
の
光
の
お

か
げ
で
神
の
真
理
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
い
つ
も
祈
り
な
が
ら
聖
霊
の
光
に
心
を
開

き
ま
し
ょ
う
。

�

エ
ス
コ
ラ
ピ
オ
ス
修
道
会
司
祭　
ア
ダ
ム
・
ク
ジ
ャ
ク

10
2026

２
０
２
６
年 

司
教
年
頭
書
簡
を
受
け
て

©Vatican Media

大
塚
喜
直
司
教
年
頭
書
簡

「
教
皇
レ
オ
十
四
世　
希
望
と

一
致
の
橋
を
か
け
る
牧
者
」

サン・ピエトロ大聖堂「聖霊の窓」
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　第１回では、大阪教区のカスタニエ司教
が、京都・滋賀に新たな宣教区域を設け、
別の宣教会に委ねようとしていた構想をた
どりました。しかし、この時点では、まだ
その呼びかけに応える宣教会は決まってい
ませんでした。その願いは、やがて太平洋
を越え、アメリカへ届くことになります。
今回は、メリノール宣教会と、その共同
創立者ジェームズ・アントニー・ウォル
シュ神父（James Anthony Walsh, M.M., 
1867－1936、後に司教）に目を向けま
す。京都教区誕生への道は、日本の教会の
願いと、アメリカで育まれた海外宣教への
志とが出会うことによって、少しずつ現実
へと近づいていきました。

メリノール宣教会の誕生
　「メリノール（Maryknoll）」とは、「マ
リアの丘」を意味します。その名は、ニュー
ヨーク州オシニング近郊の丘に置かれた
本部に由来しています。1911年、ウォル

シュ神父とトマス・
フレデリック・プラ
イス神父（Thomas 
Frederick Price, 
M.M.）は、アメリカ
の教会も海外宣教の
使命を担うべきだと
の願いから、メリノー
ル宣教会を創立しま
した。それまで宣教
師を迎える側だった
アメリカの教会が、
自ら宣教師を送り出
すようになったので
す。初代総長となっ

たウォルシュ神父は、会員たちを中国、韓
国、満州などへ派遣しました。しかし、日
本本土での宣教は、まだ開かれていない新
しい扉でした。

ウォルシュ神父と日本との出会い
　ウォルシュ神父が日本へ心を向ける契
機の一つとなったのは、パリ外国宣教会
のジャン＝バティスト・ジョゼフ・デ
フレンヌ神父（Jean-Baptiste Joseph 
Deffrennes, M.E.P., 1870－1958）との
出会いでした。1917年10月12日、最初
の東洋視察旅行で福
島を訪れたウォル
シュ神父は、デフレ
ンヌ神父のもとに宿
泊し、日本における
宣教の現状について
語り合いました。そ
の折、日本、すなわ
ち「日出ずる国」へ
宣教師を送るよう勧
められたと伝えられ
ています。この出会
いは、ウォルシュ神
父の心に、日本への
深い関心を刻みまし
た。

京都・滋賀への道
　1929年、計画は大きく動き始めます。
東京に立ち寄ったウォルシュ神父は、後に
駐日教皇使節となるエドワード・アロイシ
ウス・ムーニー大司教と会見しました。日
本の教会の事情について助言を受ける中
で、ウォルシュ神父は、メリノール宣教

京都教区90年、そのはじまり
― 祈りと決断、戦争の中で受け継がれた信仰 ―

京都司教　十パウロ大塚喜直

第2回 メリノール宣教会、日本へ　―ウォルシュ神父が見つめた「日出ずる国」 ―

パリ外国宣教会　
ジャン＝バティスト・
ジョゼフ・デフレンヌ
　　　　　　　　神父
写真：パリ外国宣教会
　　　史料研究所（IRFA）

メリノール宣教会
共同創立者
ジェームズ・アントニー・
ウォルシュ神父
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会に託される使命を
見いだそうとしまし
た。ムーニー大司教
は、同会にふさわし
い宣教区域を日本国
内で探すことを約束
します。その後、カ
スタニエ大阪教区司
教との協議を経て、
新たな宣教地として
示されたのが、京都
と滋賀でした。古
都・京都と琵琶湖を
抱く滋賀。長い歴史
と豊かな文化、深い
宗教的伝統をもつこ

の地域が、メリノール宣教会の新たな宣教
地として浮かび上がりました。こうして、
ニューヨークの「マリアの丘」から、太平
洋を越えて京都・滋賀へ向かう道が少しず
つ輪郭を現します。まだ互いをほとんど知
らなかったアメリカの宣教会と日本の古都
が、神の導きのうちに静かに結ばれようと
していました。この歩みは、1937年の京
都使徒座知牧区（Apostolic Prefecture 
of Kyoto）の設立、1939年の奈良県・三
重県の編入を経て、後の京都教区への礎と
なりました。

宣教は、出会いと識別から始まる
　宣教は、宣教師が現地に到着したときに
初めて始まるのではありません。地域の必
要に耳を傾け、託された使命を祈りのうち
に識別するところから始まります。宣教師
は、神のおられない場所へ神を運ぶのでは
なく、すでにその土地の人々の暮らしや喜
び、悲しみのうちに働いておられる神に出
会い、そのみ業にともに仕えるために遣わ
されるのです。ウォルシュ神父も、多くの
人との出会いと対話を重ねながら、日本へ
と招く神の呼びかけを一歩ずつ確かめてい
きました。

神が備えておられた道
　京都教区の歩みは、一人の宣教師や一つ
の宣教会の働きだけによって始まったもの
ではありません。さまざまな人々が神の導

きに応え、それぞれに託された役割を担
い、力を合わせるなかで、宣教の道は少し
ずつ開かれていきました。京都教区の原点
に息づくこの協働の精神は、今日、私たち
が進める共同宣教司牧にも受け継がれてい
ます。それぞれが自らの召命と賜物を生か
し、地域や世代の違いを越えて互いの声に
耳を傾け、支え合いながら、神が今も備え
ておられる道を共に見いだしていくことが
求められています。

　次回は、メリノール宣教会が日本派遣を
正式に決断し、最初の宣教師たちが期待と
不安を胸に太平洋を渡るまでの歩みをたど
ります。

第３代中日教皇使節
エドワード・ムーニー
　　　　　　　大司教
写真：デトロイト大司教区
公式報道機関
Detroit Catholic

ニューヨーク州オシニングの丘の上にある
石造りのメリノール神学校とアジア風の野原

メリノール会の紋章

写真の出典の表記がないものについては
メリノール宣教会アーカイブより



　
京
都
教
区
と
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
は
、
２
０
０
５

年
６
月
７
日
に
姉
妹
教
区
の
縁
組
を
し
、
司

祭
・
神
学
生
・
信
徒
間
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
姉
妹
教
区
20
周
年
を
祝
い
ま
し
た

が
、
今
年
も
様
々
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月 

シ
ン
ソ
ン
女
子
学
院
交
流

　
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校

で
あ
る
シ
ン
ソ
ン
女
子
学
院
の
先
生
や
生
徒
た

ち
が
京
都
を
訪
問
し
、
大
塚
司
教
に
挨
拶
を
す

る
た
め
、
河
原
町
教
会
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
女
学
院
中
学
高
等
学
校

（
現
・
洛
星
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
学
院
中
学
高
等
学
校
）
と

の
交
流
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
京
都
観
光
を
し
て

日
本
の
学
校
生
活
や
文
化
を

体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
は
、
２
０
１
０

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
、
昨

年
12
月
に
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
学
院
の
生
徒
が
チ
ェ
ジ
ュ

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

５
月 

チ
ェ
ジ
ュ
巡
礼　
　

　
京
都
教
区
で
は
、
毎
年
5
月
に
チ
ェ
ジ
ュ
教

区
の
聖
地
「
恵
み
の
丘
」
で
開
催
さ
れ
る
「
聖

母
の
夜
の
集
い
」
に
参
加
す
る
巡
礼
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
巡
礼
は
、
両
教
区
の
信
徒
同
士

が
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
主
が
く
だ
さ
っ
た
二
重
の
喜
び

�

浜
松
教
会　
吾
妻
（
下
平
）
美
砂

　
5
月
27
日
よ
り
4
日
間
、
主
は
私
た
ち
17
名

に
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
兄
弟
姉
妹
を
通
し
て
、

多
く
の
恵
み
を
お
与
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ジ
ュ
空
港
に
到
着
す
る
と
、
か
つ
て
京

都
教
区
で
奉
仕
し
て
く
だ
さ
っ
た
キ
ム
・
テ

ジ
ョ
ン
神
父
様
を
は
じ
め
、
シ
ス
タ
ー
、
女
性

信
徒
の
方
々
が
、
プ
レ
ー
ト
を
掲
げ
て
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
こ
ん

に
ち
は
、
よ
う
こ
そ
韓
国
へ
」
な
ど
と
日
本
語

で
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
心
遣
い
に
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
毛
糸
で
編
ま
れ
た
椿
の

ブ
ロ
ー
チ
を
胸
に
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
首
に
は

贈
り
物
と
し
て
食
事
用
の
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
夜
、
ム
ン
・
チ
ャ
ン
ウ
司
教
様
が
私
た
ち
の

た
め
に
夕
食
会
を
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

閉
会
後
、
司
教
様
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
按

手
を
し
、
ロ
ザ
リ
オ
の
贈
り
物
ま
で
手
渡
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
行
事
「
聖

母
の
夜
」
に
参
列

し
ま
し
た
。
平
日

の
夜
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
三
千
名
も

の
信
徒
が
集
ま
り

ま
し
た
。
司
教
様

と
神
父
様
方
、
総

勢
50
名
に
よ
る
野

外
ミ
サ
が
始
ま
る

と
、
強
風
が
吹
き

荒
れ
、
冷
た
い
霧

雨
が
降
っ
て
き
ま

し
た
が
、
司
教
様

は
熱
く
説
教
を
な
さ
い
ま
し
た
。「
私
た
ち
は

決
意
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
中
に
再
び
イ
エ
ス

を
探
し
ま
す
。
母
の
心
で
接
し
ま
す
。
あ
き
ら

め
ず
、
最
後
ま
で
愛
し
続
け
ま
す
」
と
。

　
ミ
サ
の
後
は
、
ろ
う
そ
く
行
列
が
あ
り
ま
し

た
。
先
頭
を
行
く
の
は
、
神
父
様
方
が
担
ぐ
生

花
で
飾
ら
れ
た
マ
リ
ア
様
の
御
像
で
す
。
そ
の

後
ろ
を
三
千
名
の
信
徒
と
私
た
ち
が
続
き
ま
し

た
。
ろ
う
そ
く
型
の
ラ
イ
ト
を
手
に
、
ロ
ザ
リ

オ
を
一
環
唱
え
な
が
ら
歩
き
ま
す
。一
時
間
後
、

祈
り
が
終
わ
る
頃
に
は
霧
雨
も
止
み
、
夜
空
に

は
お
ぼ
ろ
月
が
姿
を
現
し
て
い
ま
し
た
。実
は
、

私
は
４
か
月
前
に
人
工
股
関
節
の
手
術
を
受
け

た
ば
か
り
で
、
最
後
ま
で
歩
け
る
か
不
安
で
し

た
。
し
か
し
巡
礼
の
仲
間
が
交
替
で
、
右
脇
を

支
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
、
最
後
ま

で
歩
き
通
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恵みの丘にて　等身大のイエス様と一緒に

京
都
チ
ェ
ジ
ュ
姉
妹
教
区
交
流
21
年
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3
日
目
に
は
、
恵
み
の
丘
で
「
十
字
架
の
道

行
き
」
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
等

身
大
の
御
像
に
よ
っ
て
、
一
留
か
ら
十
四
留
ま

で
の
場
面
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
等
身
大
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
主
の
ご
受
難
が
一
層
リ
ア
ル

に
胸
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
四・
三
平
和
公
園
を
訪
れ
、

一
九
四
七
年
当
時
の
政
府
に
よ
っ
て
、
島
民
の

十
人
に
一
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
悲
劇
を
知
り
ま

し
た
。
韓
国
国
内
で
は
長
ら
く
語
る
こ
と
が
許

さ
れ
ず
、
日
本
へ
逃
れ
た
島
民
の
方
々
に
よ
っ

て
世
界
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
に
も
、
深

い
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。

　
故
郷
で
あ
る
京
都
教
区
の
兄
弟
姉
妹
と
共
に

旅
を
し
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
の
兄
弟
姉
妹
の
堅
固

な
信
仰
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に

と
っ
て
ま
さ
に「
二
重
の
喜
び
」と
な
り
ま
し
た
。

６
月 

京
都
・
チ
ェ
ジ
ュ
交
流
月
間
ミ
サ　

　
京
都
教
区
で
は
、
毎
年
6
月
を
「
チ
ェ
ジ
ュ

交
流
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、

教
区
内
の
小
教

区
の
主
日
ミ
サ

で
は
、
交
流
促

進
を
目
的
と
し

た
意
向
を
共
同

祈
願
に
加
え
て

祈
り
、
京
都
・

チ
ェ
ジ
ュ
姉
妹
教
区
交
流
委
員
会
の
活
動
を
支

援
す
る
献
金
が
集
め
ら
れ
ま
す
。

　
6
月
28
日
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
か
ら
2
名
の
神

父
様
を
お
迎
え
し
、
司
教
座
聖
堂
河
原
町
教
会

に
お
い
て
両
教
区
の
絆
を
深
め
る
ミ
サ
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。

７
月 

チ
ェ
ジ
ュ
教
区
助
祭
の
京
都
教
区
研
修

　
今
年
１
月
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
で
は
4
名
の
神

学
生
が
助
祭
に
叙
階
さ
れ
ま
し
た
。
新
助
祭
は

例
年
、
叙
階
さ
れ
た
年
の
夏
に
京
都
を
訪
れ
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
司
牧
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
７
月
、
グ
ァ
ク
・
ホ
ギ
助
祭
、
オ
・
ム
ン
ホ

助
祭
、
キ
ム
・
ボ
ン
ジ
ュ
ン
助
祭
の
3
名
が
約

半
月
の
間
、
京
都
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
（
残
念

な
が
ら
イ
・
ジ
ョ
ン
ウ
助
祭
は
体
調
不
良
の
た

め
来
日
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
）。
京
都
教
区
で

の
日
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
チ
ェ
ジ
ュ
か

ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
神
父
様
た
ち
。

ソ
・
ウ
ォ
ン
ハ
神
父
と
イ
・
ウ
ォ
ン
ギ
ュ
神
父

の
案
内
で
、
京
都
の
観
光
地
に
も
足
を
延
ば
さ

れ
た
よ
う
で

す
。
3
名
は

多
く
の
学
び

と
交
流
の
成

果
を
携
え
て
、

帰
国
さ
れ
ま

し
た
。

　
来
年
の
司

祭
叙
階
式
に

向
け
て
助
祭
の
皆
さ
ま
が
さ
ら
な
る
学
び
を
積

み
重
ね
ら
れ
、
司
祭
叙
階
の
恵
み
に
与
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

�

広
報
委
員
会

前列㊧大塚司教
　　㊥イ・シウ神父
　　㊨ゴ・スンゴン神父

助祭奉仕　宇治教会ミサ
　㊨オ・ムンホ助祭
　㊧キム・ボンジュン助祭
　㊥司式　菅原神父

助祭奉仕　高野教会ミサ
　㊧グァク・ホギ助祭
　㊥主司式　大塚司教
　㊨共同司式　鶴山神父

㊧ソ・ウォンハ神父
㊨イ・ウォンギュ神父

伏見稲荷にて

清水寺にて
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今
年
も
京
都
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和

協
議
会
主
催
の
戦
争
と
平
和
写
真
展
を
、
河
原

町
教
会
地
下
ヴ
ィ
リ
オ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
例
年
に
な
く
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
延

べ
約
150
名
以
上
の
来
場
者
を
得
ま
し
た
。

沖　
縄

　

沖
縄
の
写
真
に

は
、
沖
縄
本
島
の
辺

野
古
の
現
在
の
様
子

に
加
え
、
基
地
・
要

塞
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
南
西
諸
島
の
与

那
国
・
石
垣
・
宮

古
・
奄
美
な
ど
の
現

状
が
新
た
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。「
台
湾

有
事
」
対
策
と
し
て

近
年
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
写
真
を
通
し
て

見
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
小
さ
な
島
々
の
狭
い
土
地
で
、
戦
争

と
な
っ
た
ら
島
民
は
島
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
な
ど
訴
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
美ち
ゅ

ら
海
の
ニ
モ
（
カ
ク

レ
ク
マ
ノ
ミ
）
の
写
真
に
ほ
っ
こ
り
と
し
ま
し

た
。

フ　
ク　
シ　
マ

　
「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
」
と
い
う

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
ま
し
た
。
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う

側
に
何
が
あ
る
か
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
コ
ン

セ
ン
ト
に
さ
せ
ば
電
気
が
流
れ
て
く
る
こ
と
を

疑
い
も
な
く
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
に
、
問
い

か
け
ら
れ
た
物
語
で
し
た
。

　
福
島
の
原
発
事
故
か
ら
反
省
す
る
こ
と
も
な

く
、
再
稼
働
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度

あ
の
事
故
を
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
事
と
し

て
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
全
編
が
詩
と
短
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
作
品

で
、
上
映
時
間
は
約
1
時
間
で
す
が
、
原
発
事

故
の
後
、
歌
人
、
詩
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
思

い
を
言
葉
で
紡
い
で
い
っ
た
か
を
語
り
か
け
て

い
ま
し
た
。

（
映
像
提
供
／
３
・
11
＆
福
島
原
発
事
故　

伝

承
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

ヒ　

ロ　

シ　

マ　
基
町
高
等
学
校
の
生
徒

と
被
爆
者
と
の
共
同
制
作
に
よ
る
「
原
爆
の
絵
」

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
よ
り
「
原
爆
の
絵
」

を
お
借
り
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
広
島
市
立
基

町
高
等
学
校
普
通
科
創
造
表
現
コ
ー
ス
の
生
徒

さ
ん
た
ち
が
２
０
０
７
年
よ
り
毎
年
、
被
爆
者

が
見
た
当
時
の
光
景
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
被
爆
体
験
証
言
者
と
と
も
に
「
原
爆
の

絵
」
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
こ
の
中
の
作
品
60
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

原
爆
の
絵
は
当
時
の
惨
状
を
伝
え
続
け
、
証
言

活
動
に
活
用
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
聴
き
取
り
を
し
な
が
ら
創
作
し
て
い
る
生

徒
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
も
、
記
憶
の
継
承
の
一

つ
の
形
と
し
て
残
り
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
京
都
教
区
時
報
２
０
２
５
年
11
月
号
参
照
）

第
19
回
　
戦
争
と
平
和
写
真
展

 

沖
縄
、
フ
ク
シ
マ
、
ヒ
ロ
シ
マ

８
月
８
日
㊏
・
９
日
㊐
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来
場
者
の
感
想

☆�

今
で
は
す
ぐ
に
得
ら
れ
る
水
。
そ
れ
は
原
爆
が

落
と
さ
れ
た
と
き
に
は
人
々
が
集
ま
る
程
大
切

な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
簡

単
に
水
が
得
ら
れ
る
の
も
原
爆
が
落
と
さ
れ
、

苦
し
ま
れ
た
人
々
が
平
和
を
訴
え
た
か
ら
だ

と
、
こ
の
絵
「
水
を
、
水
を
…
求
め
て
」
は
僕

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
の
作
者

も
被
爆
者
に
伝
え
ら
れ
て
原
爆
の
悲
惨
さ
に
気

づ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
絵
に

表
す
こ
と
は
、
文
字
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
あ
り
が
た
さ
な
ど
を
見
る

人
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
是
非
こ
れ
か
ら
も
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。�
（
中
学
生
）

☆�「
白
骨
化
し
た
遺
体
」
と
い
う
絵
を
見
て
、
そ

れ
は
血
だ
ら
け
で
皮
膚
が
た
だ
れ
て
い
る
遺
体

よ
り
も
「
不
気
味
さ
」
が
よ
り
出
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
絵
に
か
い
て
あ
る
骨
で
少
し

血
や
肉
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
少
し
赤
み
を
付

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
リ
ア
ル
に
感
じ
、

そ
れ
を
見
て
い
る
人
も
、
そ
ん
な
に
騒
が
ず
に

あ
た
か
も
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
し
て
い
る
よ

う
な
雰
囲
気
も
恐
ろ
し
い
と
感
じ
た
。

�

（
中
学
生
）

☆�

払
っ
て
も
寄
っ
て
く

る
ハ
エ
、
異
様
な
に

お
い
に
群
が
る
ウ
ジ
。

普
通
だ
っ
た
ら
、
見

た
く
も
描
き
た
く
も

な
い
よ
う
な
ハ
エ
や

ウ
ジ
な
ど
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
悲
惨
さ
や
痛
々
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

す
べ
て
の
も
の
が
、
痛
々
し
く
戦
争
の
悲
惨
さ

が
伝
わ
っ
て
き
て
胸
が
痛
く
な
る
も
の
だ
っ

た
。�

（
中
学
生
）

☆�

広
島
や
長
崎
、
沖
縄
で
戦
争
が
あ
り
多
く
の
死

者
も
出
て
し
ま
っ
た
の
に
、
な
ぜ
基
地
を
つ
く

り
戦
争
が
で
き
る
状
態
に
す
る
の
か
疑
問
に
思

い
ま
す
。
政
府
の
人
も
絶
対
わ
か
っ
て
い
た
の

に
、
な
ぜ
す
る
の
か
不
思
議
で
す
。�（
中
学
生
）

☆�

絵
は
恐
ろ
し
さ
が
伝

わ
り
や
す
く
、
ま
た

詳
し
く
様
子
が
わ
か

る
の
で
良
い
と
思
い

ま
し
た
。
被
爆
者
の

方
々
が
い
な
く
な
っ

て
も
物
な
ど
で
恐
ろ

し
さ
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
の
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。�

（
中
学
生
）

☆�
想
像
よ
り
も
グ
ロ
テ
ス
ク
、
到
底
生
き
ら
れ
る

よ
う
な
環
境
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
ま
た
、
家
が
一
瞬
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
の

を
知
り
甘
い
考
え
が
消
え
た
。�

（
中
学
生
）

☆�

私
も
何
度
か
福
島
に
行
き
ま
し
た
。
線
量
計
の

音
に
恐
怖
を
覚
え
た
の
を
久
し
ぶ
り
に
思
い
出

し
ま
し
た
。
ど
こ
か
の
映
画
館
で
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

上
映
で
き
な
い
で
す
か
ね
。
忘
却
は
罪
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
出
来
る
映
像
で
し
た
。

☆�

何
と
な
く
感
じ
て
い
た
戦
争
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
に
対
す
る
恐
れ
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
戦
争
反
対
と
思
っ
て
い
て
も
、
具
体

的
に
ど
う
行
動
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
現
実
に
行
わ
れ
て
い

る
戦
争
の
危
険
を
感
じ
ら
れ
た
。

☆�

戦
争
は
あ
き
ま
せ
ん
。
罪
の
な
い
た
く
さ
ん
の

命
が
犠
牲
と
な
り
ま
す
。
沖
縄
の
海
は
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
ま
ま

で
残
り
ま
す
よ
う
に
。

☆�

戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
絶
対
に
！　

写
真

展
を
見
て
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
広
島
の
絵
は

悲
惨
す
ぎ
る
地
獄
。
福

島
の
映
画
は
、
罪
深
い

人
間
に
腹
が
立
つ
。
他

人
事
で
は
な
い「
核
災
」。

み
ん
な
目
を
覚
ま
し
て

ほ
し
い
。

☆�

広
島
と
長
崎
に
落
と
さ

れ
た
原
子
爆
弾
は
恐
ろ

し
い
。
そ
の
光
景
の
絵
、

恐
ろ
し
い
。
世
界
か
ら

こ
の
爆
弾
を
な
く
し
て

欲
し
い
と
切
に
願
い
ま

す
。
南
西
諸
島
の
問
題

も
大
変
で
す
。
沖
縄
以
外
の
島
で
も
色
々
大
変

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

☆�

軍
縮
が
今
や
軍
拡
へ
と
世
界
中
が
傾
い
て
い

る
。「
核
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
自
国
を
守
る

手
段
」
が
政
治
の
常
識
に
な
っ
て
い
る
異
常
さ
。

こ
の
流
れ
を
ど
う
し
た
ら
変
え
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。「
国
」
を
守
る
こ
と
よ
り
も
生
命
、

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
政
策
を

つ
く
る
人
を
選
挙
で
選
び
た
い
け
ど
…
。

�

報
告
・
京
都
教
区
正
義
と
平
和
協
議
会
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司　　　教
大塚司教の予定
　�最新の情報は京都司教区のホーム
　ページにてご確認ください。

教区 ・ 大阪高松教会管区
教会学校研修会「祈りを学ぶ」
　日　時：10月17日㊏ 10:30～15:00（10:00受付）
　場　所：河原町カトリック会館大ホール
　講　師：北村 善朗師（京都教区）
　対　象：教会学校リーダー、活動に関心のある方
　問合せ：信仰教育委員会　FAX/075-366-6679
　メール/shinko_kyouiku@kyoto.catholic.jp
 「差別が冤罪を生む」
　�日　時：10月17日㊏ 13:30～16:30
　場　所：サクラファミリア３Ｆ大聖堂（大阪梅田教会）
　講　師：徳田靖之さん（弁護士）
　　　　　訓

くる
覇
べ
 浩
こう
さん（真宗大谷派住職・大学非常勤講師）

　問合せ：大阪高松教会管区部落差別人権活動センター
　　　　　075-223-3340 bukatu@kyoto.catholic.jp
■�教区時報12月号の原稿締切日は10月25日㊐

ブロック ・ 小教区
浦上キリシタン流配碑建立100周年　ミサ・講演会
　日　時：11月３日㊋㊗ 9:30 ミサ
　場　所：大和郡山教会　大和郡山市城南町１-33
　　記念ミサ司式：大塚喜直司教
　　記念講演「信教の自由と浦上信徒」
　　　　講師：シスター高木慶子（援助修道会）
　問合せ：大和郡山教会FAXにて 0743-55-3036

諸　団　体
カトリック看護協会京都支部　講演会
　講　師：米田彰男神父（ドミニコ会）
　日　時：10月18日㊐ 11:45～12:30
　　　　　 （米田神父司式主日ミサ 10:30～）
　場　所：高野教会  京都市左京区東森ケ前町７
　参加費：500円　予約不要
　問合せ：平野公子 075-712-3058
京都カトリック混声合唱団
　10月11日㊐ 14:00　聖歌練習
　10月24日㊏ 17:30　練習後ミサ奉仕
　場　所：河原町教会聖堂　団員募集中
　問合せ：則武 隆 075-951-4283
コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：10月８日㊍ 10:00　22日㊍ 10:00
　場　所：河原町教会２階楽廊 新会員募集中
　問合せ：駒井和子 075-561-5971
聴覚障がい者の会・京都グループ「教会訪問」
　日　時：10月20日㊋ 10:00～15:00
　場　所：唐崎教会（教会訪問、手話ミサ）
　参加費：無料　各自昼食持参
　（�申込不要・現地集合　手話能力にかかわらず
どなたでもご参加ください）

　問合せ：鎌田 修 090-1967-5636
　　　　　　　　  kamadaosamu@gmail.com
心のともしび
　ラジオ番組案内（全国34局で放送）
　10月主テーマ「言葉の重み」
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝５:55　㊏ 朝５:15
　ラジオ関西　㊊～㊎ �朝５:00　㊐ 朝６:05
　毎日放送　　㊊～㊎ 朝５:45　㊏ 朝４:55
カトリック京都働く人の家
 読書会・遠藤周作「イエスの生涯」
　日　時：10月11日㊐ 
　　　　　九条教会９時ミサ後
　場　所：九条教会内働く人の家
　対象者：どなたでも
　問合せ：瀧野正三郎 090-8207-1831

お　知　ら　せ

青年センターあんてな

「ロザリオの集い」のお誘い
　10月３日㊏12時より望洋庵にて、望洋庵との合同企画で「ロザリオの集い」を行
います。
　「ロザリオの祈り」と聞くと少し堅いイメージがあるかもしれませんが、今回はみ
んなで楽しく、日本語だけでなく、英語やスペイン語、ベトナム語など、参加する
青年達のゆかりのある言葉を使って、ロザリオの祈りを捧げます。
　「外国語はさっぱり分からない…」という方も全く心配いりません。ただ耳を傾けて言葉の
響きを感じるだけでも、心が落ち着く時間になりますよ。初めての方やロザリオになじみが
ない方も、安心してご参加ください！
　世界とのつながりを感じながら、みんなで一緒に温かい祈りのひとときを過ごしませんか？
お祈りだけでなく、みんなでご飯を作ってワイワイしたり、神父様のお話も予定しています
よ♪　青年の皆さん、ぜひ気軽にご参加ください。お待ちしています！
� 河原町教会　橋本仁子

皆さまのまわりに点訳版「京都教区時報」が
必要な方がおられないでしょうか。点訳版
「京都教区時報」をご希望の方がおられまし
たら、「点訳ネット・レジナ」笠松幸彦さんま
でお申込みください。無料でお送りします。
Tel・Fax/072-722-0271
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